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◎デボ－ション（お言葉と祈りに生かされましょう）

10 エズラ記 １ ヨハネ １２ よみ 詩篇 １１０:１ ～７
11 ２ １３ がえ Ⅰペテロ ２:３ ～９
12 ３ １ ４ りの エペソ １:１６～２３
13 ４ １ ５ 主 使徒 １:１ ～５
14 ５ １ ６ に 使徒 １:６ ～１１
15 ６ １ ７ 出 使徒 １:１２～２６
16 ７ １ ８ 会 ルカ ２４:４４～５３
17 ８ １ ９ う ヨハネ １５:１ ～１３

◎毎日お祈りしましょう！ 今週の記念日
結婚記念日（１５日 石川英雄・牧 ご夫妻）
召天記念日（１２日 加藤 千澄 さん 1954年

１３日 弓岡きみゑ さん 2005年)
① 今年11月、創立40年の節目に新会堂建築の完成のため。
② 教会員ひとり一人の健康が守られ、歩みの上に祝福を。
③ 石川 牧 姉の霊肉の健康とお働きの上に祝福を。
④ 活水聖書学院のお働きの上に豊かな祝福を。

１ 聖霊降臨祭礼拝 24日(日)午前10時 説教:仲森文穏牧師
全員出席しましょう。

２ 17日(日)午前10時 伝道礼拝後 午後１時に新会堂建築
のために田中謙氏及び設計責任者の方が再度ご来会下さり
会堂の説明・懇談の時を持ちます。出席しましょう。

３ 5月の連休も終わり､本格的な生活に戻りました。インフ
ルエンザ・花粉症に注意し、マスクを着用して礼拝に出席
しましょう。ご高齢の方々(独居生活、施設入居)、病気の
方々のため祈りましょう。

４ 姫路朝祷会創立50周年記念集会 ５月13日(水)午前７時
奨励:廣田牧師 会場:姫路福音教会 祈り出席しましょう。

５ 新会堂建築のため 先週礼拝献金5,000円献げられ感謝！

牧会短針 本日は「母の日」の礼拝です。娘アンナが「あ
なたの父と母とを敬え」(出エジプト20章12節)のみ言葉に基
づき、“母の愛にどのように感謝の意を表すればよいか考え
なさい”とのジャ－ヴィス夫人のかつての勧めを真剣に受け
留めたところから始まったのです。この日は母に感謝するだ
けでなく、その母を私たちに与えて下さった神様に感謝をす
る日です。また、その母の遺したものをしっかりと受け留め
る決心の日であり、献身を表明する日でもあるのです。

連合聖会での牧師の奉仕のためお祈り下さり感謝します。

今週の牧師の予定 13日 姫路朝祷会創立50年記念集会 奨励

◎先週の報告 礼拝･交わりの時6名,子ども教会1+4名,総会･連合聖会2名
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◎今週の御言葉 「御霊の執り成し」（創世記18章23～33節、
ローマ人への手紙の手紙８章22～27節） 「アブラハムは
近づいて申し上げた。『あなたはほんとうに、正しい者を、
悪い者といっしょに滅ぼし尽くされるのですか。』」(18:23)

「御霊も同じようにして、弱い私たちを助けてくださいま
す。私たちは、どのように祈ったらよいかわからないのです
が、御霊ご自身が、言いようもない深いうめきによって、私
たちのためにとりなしてくださいます。」(8:26)

◎私たちは周囲の人々の現実に直面する時、どの様に祈れ
ば良いか戸惑うことがあります。どうすれば良いのでしょう。

◎創世記18章にはアブラハムと神の使いとの出会いが記さ
れています。サラに子どもが生まれることを告げた後、ソド
ムとゴモラの叫びを確かめるために出かけた時、アブラハム
はソドムとゴモラを滅びから助け出すために祈ったのです。

◎ローマ人への手紙８章の主題は「聖霊における永遠の生
命の確かさ」で４分解されます。①1～13節、命を与える御
霊、②14～17節、子とする御霊、③18～27節、うめきとりな
す御霊、④28～30節、神のご計画、⑤31～39節、勝利の賛歌、
です。今日は③の部分から導かれたい。「今の時の苦しみ」
と「将来私たちに啓示されようとしている栄光」は比較にな
らないのです(18)。被造物も、切実な思いで神の子供たちの
現れを待ち望んでいるのです(19)。これは主の再臨の事です。

◎この箇所に「うめく」という言葉が３回出てきます(22,
23,26)。これは共苦共生の現実を表現しており、私たちには
様々な苦しみがある故に、うめきながらも、希望にあふれて
待ち望んでいるのです。第一のうめきは、解放を求める被造
物のうめきです(19～22)、第二のうめきは、体の贖われるこ
とを待ち望むキリスト者のうめきであり(23～25)、第三のう
めきは、とりなして下さる御霊のうめきなのです(26～27)。

◎被造物は人間の罪の故に神の呪いの許に置かれているの
です(創世記3:17～19)。再臨は被造物が束縛から解放される
時であり、本来の栄光に回復される時なのです(使徒3:21,ペ
テロ②3:13,黙示21:1)。私たちはどう祈ったらよいかわから
ない弱い者ですが、御霊は助けて下さるのです(26)。「助け
る」とは「共にいて、必要な時に取って代わって重荷を引き
受けて下さる」との意です。私たちの言葉にならない祈りを
引き受けて神様に聞き届けられる祈りとして下さるのです。


